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こ と か ら 始 め ま し た 。『 Different 
Realities 異文化間コミュニケーション 
―己を知る，相手を知る―』というもの
で、異文化に関わるトピックをわかりや
すい言葉で説明しています。しかし、わ
れわれはもっとコミュニケーション重
視の授業を行いたかったので、授業活動
についての本も書きました。しかし、学
生に抽象的なトピックで語らせるとい
うジレンマからは未だ脱してはいませ
んでした。こうしたトピックを英語のコ
ミュニケーション・スキルに結びつけて
いくという困難もありました。しかも、
われわれの学生たちは確かに英語でコ
ミュニケーションができるようになり
たいと思っているのです。 
最後にわれわれが理解したことは、仮
に会話ではなくコミュニケーションと
いう発想を用いたとしても、異文化学習
という目標は、文化的トピックについて
個人的な観点をコミュニケートする能
力なのだということでした。例えば、日
本のことを外国人に説明することがで
きますか。このことがコミュニケーショ
ン活動と深く関わってくるのです。学生
は文化的トピックについて語り、そして
新しい視点を養い、学び取ることによっ
てより異文化理解が深まることを学び
ました。これが異文化意識と言語教育を
結びつけるのです。しかも、こうした発
想はわれわれが作る次のテキストに組
み込まれることになったのです。「アイ
デンティティ」という問題です。例えば、
学生が自
分の視点
を養うの
に役立つ
アンケー
トがあり
ます。さまざまな国の人々がさまざまな
テーマについて語っています。例えば、
第 1章では、ルミというカナダへ行った
少女が登場し、自分のアイデンティティ
についてエッセイを書かなければなら
ないという設定です。この章の目標は、
学生が自らのアイデンティティについ
て自らの視点を提示することです。こう
した発想がこのテキストに組み込まれ
ることになったのです。そしていったん
この解決法が見出されると、あとは比較
的容易になりました。今、このテキスト
が言語教育を異文化教育につなげる自
然な方法に見えることこそ、真骨頂と言
えます。しかし、ジレンマを脱し、それ
をたやすいものに変えるには5年もかか
ったのです。 
こうしたジレンマこそ、私が立教での
10 年間に学んだものでした。私はこのこ
とをあらゆるレベルで学びました。まず
第一に、緊張ジレンマを抱えた教室で学
びました。話す内容について選択肢を与
えることで、学生を安心させる必要があ
ることも学びました。学生はまずは何を
したらいいのか知る必要がありました
が、同時にまたパフォーマンスをしなけ
ればならないというプレッシャーに直
面する必要もあります。私はまた、カリ
キュラム計画レベルでもジレンマにつ
いて学びました。教材開発においてもや
はりジレンマにぶつかりました。そして
こうしたジレンマを解いて行くことこ
そ、言語プログラムを管理するにあたっ
て有益なキーだったのです。 
さらにまた、われわれには構造という
ものが必要であることも学びました。ジ
ャングル・ジムがあれば、われわれは創
造的な展開を遂げることができます。今
でも、会議での議論が耳に残っているよ
うです。ある人が言うのです、「教師に
はもっと自由を与える必要がある」と。
そうではありません、教師には選択を与
える必要があるのです。自由と選択は別
104 
のものです。選択とは、ジャングル・ジ
ムでどんなふうに遊ぶかを選択できる
ということです。完全な自由とはジャン
グル・ジムがないということ、いかなる
サポートもなく、しっかりつかまるもの
もなく、より高く登るための助けも何も
ないということです。 
ですから、われわれはこうした同じジ
レンマに再び陥らないよう、気をつけな
ければなりません。さて、今年になって
新カリキュラムについてさまざまな議
論が交わされています。嬉しく思うこと
の一つは、私が赴任した 1996 年に較べ
て、英語教育プログラムにいっそうの協
力的姿勢がうかがわれることです。先日
受け取った英語プログラム会議の議事
録は英語で書かれていました。外国人が
以前には負っていなかった役割を負う
ようになったのです。川﨑先生（現・英
語教育研究室主任）は、みんなが協力で
きる雰囲気を創り出すのに貢献してく
ださったと思っています。もう一つ言い
添えなければならないのは、嘱託講師が
外国語教育プログラムの成功のキーだ
ということです。彼らはすばらしく創造
的な仕事をしています。堅固な枠組みの
中で教師が協力することのできる構造
であってこそ、このプログラムはより良
いものとなるでしょう。先日の FD セミ
ナーでは、さまざまな教師が各自の意見
を発表しました。この種の協力をわれわ
れは必要としているのです。 
われわれがあのジャングル・ジムを常
に心に留めておくことができるように
と願っています。常に 2つの危険がある
からです。ある活動ないしはある特定の
テキストがうまく行くと、われわれはす
べての人にわれわれと同じようにして
もらいたいと思うことがあります。それ
に、自由によって創造性が自動的に高ま
ると考えてしまう危険もあります。その
ために、やや安定性に欠けるジャング
ル・ジムを作ることにもなります。しか
し、ともかくもジャングル・ジムは必要
です。そしてそのジャングル・ジムに新
たな部分を付け足して行けるような協
力体制が必要です。もちろん、ジャング
ル・ジムの形を変えるのは構いません。
あまり面白い形でなかったら、また変え
ましょう。ともかくもジャングル・ジム
は必要です。形は模索しましょう。でも、
このジャングル・ジムを壊さないように
しましょう。 
教師になって 20 年が経ちました。私
が知っていることの多くは立教で学び
ましたから、立教を去るのは悲しいこと
です。しかし新たな挑戦者たちが待って
います。この後はフランスへ行くことに
なりますが、そこでは出版プロジェクト
と異文化研修プロジェクトがあります。
また、日本異文化教育研究所という NPO
組織の運営にもたずさわることになり
ます。したいことはあまりにもたくさん
ありますが、今、立教で生じている重要
な仕事に十分に貢献できていないので
はないかと懸念しています。ですから、
私はここを去って先へ進むことにしま
す。新たな発想を持った別の方にジャン
グル・ジムの次の部分を築いてもらい、
次に現れるジレンマを解決してもらい
たいと思います。問題を解決し、学びと
遊びの新しい場を築くこと、それはこの
10 年間、ほんとうにすばらしいことでし
た。お目にかかれなくなるのは寂しいこ
とです。ここにおられる皆さんに、すば
らしい冒険を与えてくださったことに
感謝します。また、鳥飼慎一郎先生、そ
して英語教育研究所の皆さん、私の経験
を分かち合っていただく機会を与えて
くださり、ありがとうございました。立
教での意義深い 10 年間を振り返るすば
らしい機会となりました。 
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